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 要  旨 
本研究では，階層的な文章構造を文もしくは文集合の関係や主題とともに視覚的に提示する文
章理解支援システムの構築を目的とする．ただし，本研究では学術論文を対象とするが，本研究
で用いる手法の多くは他の文章にも対応できる． 
本研究では，章，段落，段落よりも小さく話題が強く関連している文の集合である話題範囲，
文を文章構造を構成する基本単位とし，基本単位の接続先，結束関係,タイトルをテキストから抽
出し,文章構造を自動的に作成する．基本単位の接続先とは,各文章構造レベルで各基本単位が意
味的関係である結束関係を持って強く接続している基本単位の事である．この対象の基本単位の
接続先と結束関係は接続詞，学術論文に典型的に用いられる表現、類似度の情報を用いてスコア
付けし、最も高いスコアを持つものから決定する．またタイトルとは各基本単位で述べられてい
る主題のことである。タイトルは文もしくは文集合から名詞句を抽出し，用意したスコアを加算
し最も高いスコアを持つ名詞句をそのタイトルとする．さらに，文章構造とは別に論文において
典型的に現れる項目のことを論文役割と呼び，各章に対しては当てはまる論文役割を決め，また
論文役割に当てはまる文を学術論文特有の表現を元に求める． 
この文章構造と論文役割を用いた文章理解支援システムを実装し，精度と本システムが文章理
解支援できるかの2種類の評価を行った．まず本システムで抽出した文章構造の精度を評価する．
各基本単位接続先・結束関係，論文役割の解答を作成し，評価を行った．またシステムが出力し
た基本単位のタイトルを被験者に5 段階評価を用いて評価してもらった．次に，本システムが文
章理解を支援できるか評価する．被験者に文章を要約させ本システムを用いた場合と文章のみの
場合とに分け，文章の理解度を比較した．また要約後に被験者に本システムに関するアンケート
として本システムの有用性を5段階評価してもらった． 
精度の評価結果より接続先，結束関係，論文役割は本手法を用いれば，読解において混乱を招
かない精度で抽出できることが分かった．またタイトルの評価は平均で2.91と5段階評価の中間点
である3を下回り，より人手に近いタイトルの抽出方法が必要であることがわかった．また文章理
解支援の評価結果より，本システムを用いて文章を読んだ方が文章のみを読んだ場合よりも，被
験者の文章の理解度が高い値となり，1％水準で有意な結果が得られた（t(9)=3.37, p < .01）．
さらに有用性の5段階評価の結果は平均で3.8となり，中間点の3を上回る値となった． 
これらの評価実験の結果より本システムが文章理解支援において有用であることが示された． 
 
